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長久手市行政評価票

事業の名称 担当部署
部 課

市民生活 安心安全課

H25予算

事業番号 22 防災訓練実施事業

935

事業の目的・概要

（目的）
市民1人1人が防災意識を高めるとともに、関係機関等の連携を確認し、今後懸念される大地震で被害を最小限
に抑える。
（概要）
防災関係機関等が一堂に集まり、相互の連携を確認するとともに、市民に防災意識を高めていただくため、炊き
出し、初期消火、防災資機材取扱、応急手当、救命救急、災害応急復旧、物資搬入などの訓練を市民に体験し
ていただくほか、家庭における防災対策などの展示や消防、自衛隊などによる救助救出訓練などを実施した。ま
た、実施にあたっては、会場となる南小学校の校区の地域住民に避難訓練から避難所設営までの訓練に、計画
段階から参加した。

他市町の実施状況
（近隣市町や先進都
市の状況等を具体的

に記載）

尾張旭市、瀬戸市、東郷町で同様の訓練を実施。尾張旭市では、自主防災組織に救助救出訓練に参加し
ていただいたり、消防・警察・自衛隊などが連携して事前に訓練内容を知らせずに行うブラインド訓練を実施
した。
日進市では、地区の訓練を持ち回りで実施している。

事業期間 事業開始年度 不明 終了（予定）年度 -

総事業費

事業の対象
（だれ、何に対して）

市民、市職員、企業、消防・防災関連団体、ボランティア団体
666 536 594 512

総事業費
（単位：千円）

H23予算 H23決算 H24予算 H24決算

評価の見方

う
ち

他事業と統合

国費・県費
一般財源 666 536 594 512 935 現行どおり実施

事業の改善

地方債

1月～ H24目標値 H25予算

運営主体の見直し

事業の廃止の検討

事業を構成する
事務事業

目的

事務事業の
実施結果

成果 事業費（単位：千円） 評価

事業の意図
（対象をどのような状
態にしたいか）

総合防災訓練に参加してもらい、防災意識を高める。
受益者負担額

評価の説明H24予算 H24決算 成果
対象

（だれ、何に
対して） 事業費

評価手段
（いつ、どのような手段を使って）

意図
（対象をどのような状
態にしたいか）

①
総合防災訓練実施
事業

市民、市職
員、企業、
消防・防災
関連団体、
ボランティア
団体

成果指標の目標値
設定の根拠

H23予算 H23決算
H24決算の主な内訳

（単位：千円）
4月～

成果指標

削減

訓練災害補償掛金
52千円
啓発品130千円
資機材借用228千円

B

H23実績
単
位

H24実績
7月～ 10月～

これまでの展示型、イベント型の防災訓
練から、市民の主体的な参加による実
践的な訓練の実施方法に見直していき
たい。

防災会議で開催方針を決定
し、地元自治会市民と協議を
行い、総合防災訓練を実施す
ることで

850 594 512
向上

800 935

参加者数

830

人
過去の南小学校で実
施した実績及び昨年
度実績数

666 536

総合防災訓練に参加
を呼び掛け、防災意
識を高める。

参加者850
人

人

③

②

④

事務事
業の改
善内容

事務事業 改善内容

H25以降新
規に実施す
る事務事業

事務事業 事業概要

①
総合防災訓練実施
事業

訓練の方法自体を大規模に１ヶ所で実施していたものから校区単位での実施に変えるなど、市民
参加型の訓練を実施していく。


